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（経済協力開発機構）が行っている学習到達度調査。義務教育
の終了段階にある15歳の子どもを対象に、読解力、数学的リテ
ラシー、科学的リテラシーを調査するもの。
▶リテラシー･･･読み書き能力。また、与えられた材料から必要な
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　図2は、首都に住む小学生が、平日にどれくらいの時間を家庭学習に費やすかについて、近隣の国と比較したものです。
　ソウル（韓国）では、全体的に家庭学習の時間が長いことが分かります。小学生の60.2％が2時間を超えており、さ
らに3時間以上学習している小学生は44.2％と東アジア3国の中で最も多く、学習量が顕著に多いことが分かります。
　これに対し、東京（日本）の子どもの家庭学習の時間はいかがでしょうか。家庭学習をする時間が「およそ30分」「1
時間」という回答が多く、それぞれ21.2％、19.6％となっています。その一方で、3時間以上学習している小学生は
23.5％もいます。この数字から、家庭学習の時間が二極化していることが読み取れます。つまり、同じ教室に学習時間
が短い子どもと長い子どもがいるということなのです。

「学習基本調査:国際都市調査」（Benesse教育研究センター2007年）
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